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行ったこと

入力用データの作成

キーワード抽出付きクロール

モデルの改良
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キーワード付きクロールの例

キーワード抽出付きの特許文書クロールを automation分野に対して
行った
以下は図１はその１サンプルをあらわしたものであるこれのキー
ワードを部分をモデルの入力として利用する

Figure: 1: 収集データの一例
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前回までの問題点

いままでモデル作成において以下問題点があった

1 CUDAのメモリ不足

2 先行研究モデルへのベクトルサイズが合わない問題

これらは以下の本のコードを参考にすることで解決の見込みが見
えた

Figure: 2: 参考図書
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解決策

メモリ不足

隠れ層や単語埋め込みベクトルの次元数をへらすという手もあるが
CPUモードで動かすことでとりあえずメモリ溢れは起こらなく
なった
＝＞今後ビッグデータ処理するときに GPUでできるように検討す
る必要あり

ベクトルサイズ不一致問題

こちらは小野田は単語を数値化する際に word2vecというものを使っ
ていたが web上に公開されている類似ニューラルネットで適用した
ものはほとんどなかったそのため小野田が下地にした facebook社の
コードでは上手くマッチしなかった
先週購入した本に実践的な適応方が載っていたのでそちらを土台に
ニューラルネットを作ることにした
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